































































































（5）  同上、p. 13。
（6）  同上、p. 14。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































（31） 「小異を残して大同につく」『後衛の思想──フランス文学者と中国』前掲、pp. 244‒ 245。
（32） 「日中国交正常化──かわる友好運動の意味」『後衛の思想──フランス文学者と中国』前
掲、p. 248。
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かけて、日本政府を日中国交正常化に導く道を開いたのである。
　1955年11月15日に開かれた周恩来国務院総理と日本憲法擁護国民連合
中国訪問代表団との会談以来、中国政府と中島が理事長を務めた日本中国
文化交流協会をはじめとする様々な日本の民間団体と積極的に交流した結
果、日中国交回復が実現した。
　中島は「文化交流」についてこのように述べている。「文化交流は、大
きくわけると、文化各界の人物交流、舞台芸術の公演、スポーツの友好試
合、文物・美術の展覧会、映画の公開、書物など資料の交流などになる。
この順序は、直接に人間が往来する必要の程度による。何よりも大切なの
は、責任をもつ人間の気もちが通じることである。」（33）
　日中国交回復後、1973年4‒5月の中日友好協会訪日代表団は団員が総勢
54人という大規模なものであったが、この規模になると、受け入れ側と
して文化交流が含まれていると考えなければならない、と中島は考えてい
た。この代表団には、十年以上前からの旧知である寥承志、経普椿（寥承
志の妻）、楚図南、孫平化、王芸生、謝冰心、林麗韞、李季、張瑞芳、呉
学文などが加わっていたため、中島は日中文化交流協会設立当時のことが
思い出されて、感無量であったという（34）。
　中島健蔵は長年の日中間の友好、文化交流事業に尽力し、両国の国交正
常化に貢献し、中国各界から深い信頼を得た。
　次は、中島健蔵と謝冰心、巴金の交流関係を謝冰心と巴金が発表した中
島健蔵についての作品を通して検討したい。
Ⅲ　中島健蔵と謝冰心、巴金との交流
１．中島健蔵と謝冰心との交流
　中国で「文学の祖母」と称される謝冰心は「遥祝中島健蔵先生六十大慶」
（「遠方より中島健蔵先生の還暦を祝う」）（35）、「訪日観感」（「訪日感想」）（36）、
（33） 同上、p. 252。
（34） 同上。
（35） 冰心「遥祝中島健蔵先生六十大慶」、初出は『光明日報』1963年２月27日。底本は卓如著
『冰心全集』第6巻、海峡文芸出版社、1994年、pp. 197‒199。
（36） 冰心「訪日観感」（1964年作）。底本は『冰心全集』第6巻、前掲、pp. 320‒322。
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「火樹銀花里的回憶」（「花火の中の記憶」）（37）という３篇の文章の中で中島
健蔵について触れている。本節は謝冰心のこれらの作品を通して、中島健
蔵と謝冰心の交友関係を論じたい。
　謝冰心は中島の還暦（２月22日）を祝うため、1963年２月23日、北京
で「遥祝中島健蔵先生六十大慶」（「遠方より中島健蔵先生の還暦を祝う」）
という文章を書いた。謝冰心はこのように思い出を語った。「私たち（訪
日代表団：引用者注）が日本に行くたび（38）、羽田空港の人ごみの中に白髪
でたくましい彼（中島健蔵：引用者注）を見つけると、私たちはまるで家
に戻り、本当の兄に会ったような喜びや安らぎを感じた。日本では、私た
ちは彼と共に会議に出たり、旅行したりして至れり尽くせりの接待を受け
た。旅行中、彼の話を聞いたり、カメラで私たちを集めてあちらこちらで
写真を撮ってくれたりするのを見て、彼の眼尻や口元に活発でかつユーモ
アに溢れる微笑みを見ると、私たちは彼の身体に青春の生き生きとした息
吹が溢れていると感心した。」
　前述したように、その頃、中島の仕事環境は決して平坦ではなかった。
彼は当時の日本の現状に決して満足していなかったが、将来日本が必ず繁
栄すると信じていた。1956年３月23日に日本中国文化交流協会が設立さ
れて以来、中島は東京と北京を行き来していたが、謝冰心一行に空港で迎
えられるたびに、彼は心いっぱいの喜びで旅の疲れを忘れるほどだった。
謝冰心は中島健蔵に対して、「懸命に仕事および闘争の中で、永遠の若さ
を保っている。」というイメージを持っていた。
　1963年11月５日から12月３日まで、巴金は中国作家代表団の団長とし
て、謝冰心は副団長として訪日した。小論冒頭で言及した写真はその時に
撮ったものと考えられる。謝冰心は「訪日観感」（「訪日感想」）で、日本
で知り合った日本人について回想している（39）。その中で、中島の自宅に招
（37） 冰心「火樹銀花里的回憶」（1984年２月１日作）、初出は『人民日報』1984年5月２日。底
本は『冰心全集』第7巻、前掲、pp. 446‒448。
（38） 謝冰心は8回来日し、また日本に5年間（1946‒1951年）居住し、日本との間に深い感情的
な関係を築いた。謝冰心の日本における具体的な行動については拙著『冰心研究──女性・
死・結婚』汲古書院、2010年第２章に詳しい。筆者は謝冰心は第5回目（1961年３月24日
－4月22日）、第6回目（1963年11月5日－12月3日）、第7回目（1973年4月16日－5月18日）
の来日に中島健蔵夫妻に会ったと考える。
（39） 冰心は「訪日観感」（『冰心全集』第6巻、前掲、pp. 320‒322）で中島健蔵、井上靖、末川博、
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かれたときのことをこのように描写した。「中島健蔵先生のリビングルー
ムの中には、壁に溢れた中国の書画のほか、ガラス製の棚が一つ置いてあ
り、その中には彼がお気に入りの中国の珍獣で溢れている。パンダの形の
陶器や布製の玩具、それにパンダの切手やパンダメーカーのタバコの箱が
置いてある。これらのものは私の心を家の近くにある北京動物園まで連れ
ていってくれた。」
　中島健蔵の自宅のリビングルームは中国のもので溢れかえっていた。中
国の書画やパンダの形をした陶器、玩具などを見て、中島もきっと謝冰心
と同じような気持ちになり、中国に思いを馳せたことであろう。中島は中
国に関係するものを自宅に置くことによって、中国を思い、中国人の友人
を思い、日中の国交回復が一日でも早く実現できるようにとひたすら願い、
23年間にわたって奮闘し続けたのである。
　1979年６月11日、謝冰心が心の兄と慕っていた中島は、肺癌のため亡
くなった（40）。しかし、その後も京子夫人は中島健蔵と同様に日中友好事業
に従事していた作家井上靖（41）と共に訪中し、謝冰心や巴金との交流を続
けた。1981年、井上靖夫妻と京子夫人は家で療養中の謝冰心を見舞いに
行った。謝冰心の家のリビングルームは狭かったが、日中の知識人は通訳
者を介して心の交流を行った。謝冰心は後に「この場面はいつまでも永遠
に記憶に残っている」（42）、と述懐している。
　謝冰心は東京にある中島の自宅を訪問するたび、壁に溢れかえっている
蔵書に囲まれて、供された茶菓や酒肴の香りに包まれながら、中島夫妻と
歓談した。1980年、謝冰心が病に臥すと、京子夫人は訪中するたび、必
伊田義雄、白石凡、川端康成、丹羽文雄、石川達三、松本清張、広津和郎、大原富枝、壺井
栄、佐多稲子、由起繁子、芝木孝子という日本人の友人について触れた。
（40） 中島健蔵は1979年5月、日本中国文化交流協会理事会において同協会会長に推挙さる。6
月11日午後11時50分永眠（肺癌による全身衰弱）。6月13日、自宅にて密葬。7月3日、青
山葬儀所にて日本中国文化交流協会葬（葬儀委員長・井上靖）。9月18日、世田谷豪徳寺の
中島家墓地に埋葬。
（41） 筆者は「真の『文化交流』とは何か──井上靖と謝冰心を中心に」（『名古屋外国語大学外
国語学部紀要』第43号、2012年8月、pp. 167‒202）で井上靖と謝冰心の文化交流について論
じたことがある。井上靖は生涯を通して、中国へ27回訪問した。
（42） 冰心「『井上靖西域小説選』序」（1982年9月24日作）、初出は『文芸報』1984年第11期。
井上靖『井上靖西域小説選』新疆人民出版社、1984年6月初版。底本は『冰心全集』第7巻、
前掲、p. 316。
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ず病院や自宅へ見舞いに行った。（43）謝冰心と中島健蔵夫妻はこれらの交流
を通して、まるで実の兄妹のようになった。この関係は互いに日中友好の
信念を抱いているからこそ生まれたのであろう。隣り合う国同士、日本と
中国の国民は親善と友好を結び、助け合い、協力すべきである。謝冰心と
中島夫妻との交流は通訳を通さなければならなかったが、彼らは同じ目標
を抱いていたからこそ、国境を越えた友情を育み、心と心が繋がっていた。
同じ夢、同じ信念を持つことは、日中両国民が永遠に友好関係を結ぶのに
不可欠な条件である。
　謝冰心のほかに、巴金も中島健蔵の旧友である。次は、中島が逝去した
後、巴金が『随想録』で書いた「中島健蔵先生」という中島を追悼する作
品を通して、中島と巴金の国境を超えた交流を分析したい。
２．中島健蔵と巴金の交流──巴金の「中島健蔵先生」（44）を通して
　1966年５月、中島は北京で開催されるアジア・アフリカ作家会議に出
席するため、京子夫人とともに訪中した。当時、中国では文化大革命がす
でに始まっており、謝冰心や巴金などの知識人はみな迫害に遭っていた。
　1966年６月、中島夫妻は北京のアジア・アフリカ作家緊急会議に参加
した。その日、空港へ迎えに行く人が多く、巴金もその中の一人であった。
中島夫妻は巴金に会えたことを大変喜んでいた。旅館へ着いたとき、京子
夫人は「巴金に会えてとても安心した」と言った。「とても安心した」と
いう言葉から、巴金本人に会うまで、中島夫妻は巴金の身の上のことを「相
当心配していた」、ということが推察される。巴金はこの「安心した」と
いう言葉の意味するところを理解していたが、その後の数回の談話を通し
て、中島夫妻が巴金の身の安全を親身になって心配していたことを知るに
つけてますます感激した。当時、『人民日報』が「あらゆる社会の悪人を
打倒せよ」という社説を発表したため、郭沫若の著書がすべて焼かれたな
ど、さまざまなデマが日本では飛び交っていた。中島夫妻は巴金もきっと
迫害されたに違いないと考えて心配していたが、思いもよらぬ形で巴金が
（43） 「火樹銀花里的回憶」『冰心全集』第7巻、前掲、pp. 447‒448を参照した。
（44） 巴金「中島健蔵先生」、初出は『大公報・大公園』（香港）1979年8月16、17日。底本は巴
金「中島健蔵先生」『随想録』『巴金全集』第16巻、人民文学出版社、1991年、pp. 114‒119。
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公の場に出て活動しているのを見て安堵し、「安心した」としみじみと語っ
たのである。このことは巴金の心に極めて鮮明に焼き付いていた。中島夫
妻の喜びは誠心誠意から出たものであり、巴金の感謝もまた心から湧き出
たものであった（45）。
　その後、巴金は中島夫妻とともに北京から武漢に移動し、武昌空港で別
れた。巴金は別れた際に中島夫妻の乗る民航の小型機にずっと手を振り続
けた。これが最後の別れになるかもしれないという思いに駆られ、目には
涙が溢れて前が見えなくなってしまった。その後、尽きることがない取り
調べの年月の中、「五・七幹部学校」（〈文革時の〉幹部の強制労働収容所：
引用者注）で野菜を栽培しながらダンテの『神曲』第１巻を暗唱すること
で、徐々に心の平穏が得られ、さまざまなことを考えた。巴金はよく東京
の友人を思い浮かべていた。新聞で中島の写真や彼が中国に着いた消息を
見て、日本の友人との再会を待ち続けていた。
　1966年７月、巴金は武昌空港で中島夫妻と別れたあと、一日が一年の
ように長く感じる辛い「牛小屋」で生活する中で、中島と一緒によく酒を
飲み、親しく語り合った日々を思い出していた。巴金は中島と再会できる
ことを信じて、ひたすら待ち続け、11年後の1977年にようやく上海空港
で中島健蔵を再び迎えることができた。巴金は当時の状況を以下のように
回想している。「二人とも熱い涙を流し、お互いの手を強く握りしめて、
言葉に詰まり、『こんにちは。』以外は何も言えなかった。」（46）1966年８月、
巴金は上海市文聯の造反派に批判されて、孤立・反省させられ、上海文聯
の「牛小屋」に閉じ込められて労働を強制され、９月10日には自宅が差
し押さえられて、簫珊夫人も迫害されるようになった。1977年４月20日
前後、巴金はようやく名誉回復されたが、その後、知り合いから感動的な
話を耳にした。知り合いですらたとえ道で遇っても見て見ぬふりをするよ
うな状況にもかかわらず、多くの日本人の友人が巴金の消息を尋ね、彼へ
の面会を求めたというのである。
　中島健蔵が巴金と最初に会ったのは、巴金が初めて日本を訪問した
1961年であった。巴金は「中島健蔵先生」の中で、中島との交流をこの
（45） 「中島健蔵先生」『随想録』『巴金全集』第16巻、p. 115。
（46） 同上、pp. 114‒115。
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ように述べた。「私たちは行ったり来たりして、ほとんど毎年会って、腹
を割って話せるようになった。その状況は1966年７月まで続いた。彼は
お酒が好きで、しかも酒豪である。私は彼に数回ご馳走したことがあるが、
よく彼にお酒をほどほどにすること、と忠告した。私は自分の勧告がそれ
ほど役に立たないとわかっていたが、彼がお酒で悩みを解消しようとして
いることを知っていた。当時、彼は日中両国人民の友好事業に奮闘してい
た。彼は脅迫の手紙をもらったことがあり、軽蔑されたこともある。自身
が書いた作品を発表するところが見つからなかったり、出版社も中島の作
品の出版を断ったりする。生活源が断たれたため、車を売って、苦難の中
で生活をしていた。しかし、彼は屈服せず、動揺もしなかった。」（47）
　中島が受けた以上のような被害は自身の作品に具体的に記録されてはい
ない。巴金は中島が心を開いて話せる心友であったため、中島は日本中国
文化交流協会で理事長として勤めていた頃に受けた苦悩を隠さずに巴金に
話した。巴金も1977年に中島に会ったとき、自身が文化大革命の中で被っ
た苦しみを隠さずに言おうとしたが、心の奥底におりのようにたまってい
るものを言葉にすることはできなかった（48）。1986年、巴金は『随想録』で、
中国で国家規模の「文革博物館」を建てようと提案したが、実現すること
はできなかった（49）。
　巴金は「もし中島の長年にわたる努力がなかったら、日中両国の文化交
流は今日のような発展があったであろうか。」（50）、と述べている。中島が肺
癌で入院し、危篤に陥ったときに数名の人を呼んだ。巴金はそのうちの一
人である。1984年５月９日、巴金は中国作家協会の主席、中国ペンクラ
ブの会長として東京で行われる国際ペンクラブ第47回大会に参加した。
東京に着いて日程を話し合ったとき、巴金は二つの希望を出した。一つは
日本中国文化協会の事務局を見学すること、もう一つは旧友である中島健
蔵の墓所に行くことであった。巴金のこの二つの希望からも、彼が中島に
対する敬意と故人をしのぶ気持ちが十分に伝わる。
（47） 同上、pp. 117‒118。
（48） 同上、p. 115。
（49） 2005年元旦、中国で初めて民間の文革博物館が汕頭市澄海区蓮上鎮塔山の観光地に建て
られた。
（50） 「中島健蔵先生」『随想録』『巴金全集』第16巻、前掲、p. 118。
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　以上のように、中島健蔵と巴金は互いに誠心誠意で相手を思い、腹を割っ
て話すことのできる心友になった。中島健蔵と謝冰心、巴金などの日中の
知識人の友情は日中の国交が回復する前から命が尽きるまで続いていた。
彼らの友情は日中友好交流史において極めて重大な役割を果たしたであろ
う。
おわりに
　中島健蔵は日中文化交流のために精力的に活動し、中国の知識人である
謝冰心と巴金との間に親密な友情を結び、日中両国の友好推進において、
極めて大きな貢献をした。郭沫若は中島健蔵の名前の四文字を先頭に、「中
流砥柱　島国精英　健康日進　蔵識深䌘」（中流の砥柱　島国のエリート　
日々健康　博学で見識が高い）という詩を作り、中島を高く評価している。
　京子夫人は中島をこのように評価している。「中島は意外に用心深く、
周囲の状況とか先の見通しを頭においてのことでした。結局は頼りになる
人だったようです。私の一番感心していることは、どんなに酔った時でも、
決して人の致命的な欠点にふれることがなかった点です。（中略）中国の
方に『中島先生は楽観主義ですね』と言われたことがありましたが、神経
質でありながら、ものにこだわらず、八方破れ的彼の性格は決して生来の
ものではなく、経験と努力の結果得たものだと思います。」中島は自分の
信念をしっかりと持っていた。彼は後半生をかけて、日中友好という信念
を持って耐えず努力し奮闘していた。中島は日中国交回復がまだ実現され
ていない頃から日本中国文化交流協会の理事長という重職を担い、無給で
時には右翼から脅迫されても、困難に向かって長年「後衛」にまわり、日
中友好事業に身を献げた。
　小論第２章の表でまとめたように、中島は日中関係について多くの執筆
活動を行っている。多くの社会活動に参加していた中島は目まぐるしい生
活を送り、寝る間を惜しんで、日中国交回復に取り組む活動をはじめとし
てさまざまな活動に参加していた。京子夫人の回想によると、中島はたと
え紙一枚でも資料として大切にとっておく習慣があり、山積みの資料や
いっぱいにつまった本棚のせいで、自宅の壁の見える部屋でゆっくり食事
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をしたことがなかったという（51）。中島は極めて勤勉で、何事に対しても最
後までやり抜く強い意志を持っていた。彼のこのような性格が、23年間
にも及ぶ日中国交回復を目指す活動を可能にしたのである。
　京子夫人いわく、「中島は元来、ひとりっ子であったことや家庭の事情
もあって、孤独癖があり気が弱く淋しがりやの純粋な人で、その半面、何
事にも好奇心が旺盛でした。私も最初は、広く浅いのかなと思っておりま
したが、とても几帳面で、切手、地図、本の整理は見事なものでした。中
島は常に、遠い理想ではなく、実現可能なことに闘志を燃やしていたよう
です。仕事には非常に厳しく正確で、小さなことでも徹底的に調べないと
気がすまず、資料さがしのために、一枚の原稿を書くのに幾日もかかるこ
ともありました。彼は書くことに最後まで現役であることを望み、ボケる
ことを極度に恐れておりました。仕事の上では男女の区別なく、女性の編
集者の方に大声でどなることもありました。」（52）中島は生命の最後の一刻
まで書き続けていた。彼は並々ならぬ努力をし、日中関係の発展において
先見の明を持っていたため、戦後のいかんともしがたい日中関係を「文化
交流」という糸口に絞り、自ら「後衛」にまわり、日本中国文化交流協会
の理事長になり、国内の反中勢力と戦い、自らの命を削って日中友好事業
に懸命に奮闘した。
　1958年、中島健蔵は『点描・新しい中国──北京、天津、広州』とい
う中国訪問紀行文で日中文化交流の目的について、このようにまとめてい
る。「日中文化交流は、一つの特別な目的をもっていた。日本がわでもよ
く承知していたことであるが、まず第一に、これは、隣りあわせの日本と
中国との人々の学びあいによって、相互理解を深める、という目的のため
におこなわれていたのである。そして、その目的のさらに奥のところには、
どんな形にしても、近い将来における真の友好関係への道を開き、平等な
条件による平和共存を確実にする、という目的が存在した。これは、法律
解釈や、損得の問題に先立つ条件であった。」（53）相互理解とは、相手の身
（51） 中島京子「あとがきにかえて　夫健蔵のこと」『回想の戦後文学──敗戦から60年安保ま
で』前掲、p. 390。
（52） 同上、p. 389。
（53） 『世界紀行文学全集』前掲、p. 287。
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にもなって考えることができるということである。この信念はいつまでも
変わることがなかった（54）。
　中島は生まれつきの楽観主義者ではない。彼は自身のシンガポール体験
によって、日中文化交流の大切さを認識し、日本中国文化交流協会の重職
を担い、後半生を通して、自らの日中友好の信念を貫き、並々ならぬ努力
をした。中島は1956年に日本中国文化交流協会の理事長に就任して以来、
飽くことなく15回訪中し、中日友好協会と共に日中関係の最新動向を確
認し、日中国民の願望を確かめて、「日中両国人民間の文化交流に関する
共同声明」を幾度も起草し署名した。中島のような日本の知識人による民
間の活動が日本政府の政策を大きく転換させたのである。
　今年（2017年）は日中国交正常化45周年を迎え、来年（2018年）には
日中平和友好条約締結40周年を迎える。日中友好はただ単に日中両国だ
けに留まる問題ではなく、周辺国ひいては世界各国に関係するであろう。
日中両国は引き続き「戦略的互恵関係」の理念に立って、共に努力し、政
治、経済、文化の面で交流すると同時に、環境、医療関係のような新しい
分野での交流と協力をも促進する必要がある。我々は中島健蔵、謝冰心、
巴金のような先輩知識人たちの献身的な精神を継承し、謙虚に且つ勤勉に、
日中両国における安定した友好関係の発展に努力すべきであろう。
（54） 中島健蔵は「長崎国旗事件──日中関係は最悪の事態」『後衛の思想──フランス文学者
と中国』（前掲、p. 158）でも、「日中文化交流」は、「まず第一に、これは、隣あわせの日本
と中国との人びとの学びあいによって、相互理解を深める、という目的のためにおこなわれ
ていたのである。そして、その目的のさらに奥のところには、どんな形にしても、近い将来
における真の友好関係への道を開き、平等な条件による平和共存を確実にする、という目的
が存在した。」と強調した。
－25－
「後衛思想」の先駆者
中⽂摘要
“后卫思想” 的先驱者
──对谢冰心、巴金的知心朋友中岛健藏的考察
虞　萍
　众所周知，中岛健藏是日本的一位研究法国文学的学者，也是1956年３
月23日成立的日本中国文化交流协会的第一任理事长。这位研究法国文学
的学者为何会与中国有关系？又是怎么成为日本中国文化交流协会第一任理
事长的？中岛健藏夫妇为何会在中国和日本尚未恢复邦交时就与谢冰心、巴
金等中国老一辈知识分子进行交流，并建立起亲密的友谊的呢？为了解开这
一连串的谜团，小论对中岛健藏在日本中国文化交流事业上的奋斗历程做了
一个系统的梳理。具体从中岛健蔵的新加坡经历着手，探讨了他答应担当日
本中国文化交流第一任理事长的来龙去脉。进一步整理和分析了中岛健藏的
访华以及他撰写的有关中日关系等方面的各类文章。最后通过谢冰心和巴金
发表的有关中岛健藏的作品，对战后中日邦交尚未恢复时中日两国知识分子
的交流状况进行了诠释，从而探讨了中岛健藏与谢冰心、巴金之间的交流在
中日文化交流史上所产生的意义。
